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日
吉
台
幼
稚
園
の
認
定
こ

ど
も
園
転
換
問
題
で
、
大
津

市
は
新
年
1
月
6
日
、
学
区

自
治
連
に
対
し
、
民
間
に
よ

る
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
を

認
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
、

早
く
て
31
年
4
月
、
遅
く
と

も
32
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
と

す
る
開
園
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
案
を
示
し
た
。

昨
年
末
、
学
区
自
治
連
の

役
員
ら
が
大
津
市
役
所
を
訪

れ
越
直
美
市
長
ら
に
、
直
接

「
日
吉
台
幼
稚
園
の
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
転
換
に
関
す
る

要
望
書
」
を
提
出
し
た
＝
別

稿
で
記
事
掲
載
。
そ
の
さ
い
、

越
市
長
は
、
日
吉
台
学
区
の

要
望
に
対
し
、
認
定
こ
ど
も

園
の
新
設
に
積
極
姿
勢
を
み

せ
て
い
た
。

市
の
認
定
こ
ど
も
園
設
置

方
針
は
、
市
福
祉
こ
ど
も
部

の
徳
永
眞
一
・
子
ど
も
政
策

監
ら
が
新
年
早
々
、
学
区
を

訪
問
、
野
々
口
義
信
学
区
自

治
連
会
長
ら
自
治
連
側
に
示

し
、
今
後
の
具
体
化
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
た
。

説
明
に
よ
る
と
、
日
吉
台

幼
稚
園
の
今
の
園
舎
を
活
用

し
て
民
間
の
事
業
者
に
認
定

こ
ど
も
園
を
開
設
し
て
も
ら

う
。
園
舎
は
設
置
事
業
者
に

有
償
譲
渡
、
土
地
は
市
保
有

で
有
償
貸
付
と
す
る
。
31
年

春
の
開
設
の
場
合
は
29
年
７

～
8
月
、
不
動
産
鑑
定
を
行

い
、
9
月
中
旬
に
事
業
者
公

募
、
書
類
審
査
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
12

月
ま
で
に
事
業
者
を
決
定
す

る
。
２
年
目
の
平
成
30
年
度

は
６
月
議
会
に
売
買
契
約
、

土
地
の
貸
付
議
案
を
提
案
、

そ
の
後
改
修
工
事
に
入
る
。
。

日
吉
台
幼
稚
園
で
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
３
年
保
育
を

実
施
す
る
こ
と
で
園
児
を
募

集
。
す
で
に
こ
の
方
針
に
よ

る
入
園
希
望
園
児
が
春
の
入

園
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

今
回
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

転
換
で
、
31
年
春
の
オ
ー
プ

ン
だ
と
３
年
目
に
は
、
日
吉

台
幼
稚
園
が
な
く
な
る
こ
と

に
な
り
、
保
護
者
の
意
向
も

重
要
。
市
は
保
護
者
に
対
し

対
応
策
や
打
開
策
な
ど
を
説

明
し
た
う
え
理
解
を
求
め
る

と
し
て
い
る
が
場
合
に
よ
っ

て
は
、
１
年
の
猶
予
期
間
を

み
て
32
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン

が
ず
れ
込
む
可
能
性
も
あ
る

と
い
う
。
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認定こども園設置へ
31 ～ 32 年春の開園が目標、地元と調整

日
吉
台
幼
稚
園
を
転
換

市
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
呈
示

日
吉
台
学
区
自
治
連
合
会

（
野
々
口
義
信
会
長
）
は
昨

年
12
月
26
日
、
大
津
市
役
所

で
、
越
直
美
・
大
津
市
長
と

桶
谷
守
・
大
津
市
教
委
教
育

長
に
対
し
「
日
吉
台
幼
稚
園

の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
転
換

に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出

し
た
。
応
対
し
た
越
市
長
は

「
地
域
と
連
携
し
て
進
め
た

い
」
と
述
べ
、
日
吉
台
幼
稚

園
を
認
定
こ
ど
も
園
に
転
換

さ
せ
る
学
区
要
望
実
現
に
前

向
き
の
姿
勢
を
み
せ
た
。

要
望
に
は
、
野
々
口
会
長

ほ
か
大
塩
幸
雄
・
学
区
自
治

連
事
務
局
長
、
西
治
彦
・
同

事
務
局
次
長
、
中
野
義
勝
・

三
丁
目
東
自
治
会
長
、
村
澤

真
保
呂
・
学
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
事
務
局
長
、
黒
井
志

穂
・
子
育
て
応
援
隊
事
業
部

ら
が
同
行
。
市
、
市
教
委
側

は
越
市
長
、
鷲
見
徳
彦
副
市

長
、
西
田
昌
弘
・
福
祉
子
ど

も
部
長
、
井
上
佳
子
・
市
教

委
教
育
次
長
、
徳
永
眞
一
・

同
部
子
ど
も
政
策
監
ら
が
対

応
し
た
。

市
役
所
特
別
応
接
室
で
、

越
市
長
と
井
上
次
長
に
要
望

書
を
提
出
。
提
出
の
さ
い
野
々

口
会
長
が
「
日
吉
台
幼
稚
園

の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
転
換

に
つ
い
て
は
、
市
が
策
定
し

た
市
立
幼
稚
園
規
模
適
正
化

案
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
の
こ
の
要
望
は
、
市

の
方
針
に
沿
う
も
の
で
あ
る
」

と
要
望
趣
旨
を
説
明
し
た
の

に
対
し
越
市
長
は
「
市
と
し

て
い
ろ
い
ろ
（
幼
稚
園
問
題
）

検
討
す
る
な
か
で
み
な
さ
ん

か
ら
認
定
こ
ど
も
園
と
い
う

要
望
を
い
た
だ
い
た
の
で
地

域
の
み
な
さ
ん
と
連
携
し
て

進
め
た
い
」
と
述
べ
さ
ら
に

「
ご
理
解
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
も
つ

け
加
え
た
。

こ
の
あ
と
意
見
交
換
で
中

野
・
三
丁
目
東
自
治
会
長
が

日
吉
台
幼
稚
園
の
地
元
会
長

と
し
て
「
学
区
に
認
定
こ
ど

も
園
と
し
て
幼
児
教
育
施
設

を
残
し
た
い
。
車
で
の
送
迎

や
騒
音
に
つ
い
て
も
地
元
の

声
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

設
置
主
体
が
民
間
だ
と
し
て

も
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
市

と
し
て
も
き
っ
ち
り
指
導
願

い
た
い
」
と
発
言
。
越
市
長

は
「
今
の
話
は
地
域
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
。
こ
ど
も
園

は
、
幼
稚
園
も
保
育
園
も
あ

る
。
み
な
さ
ん
の
意
向
を
汲

ん
だ
地
域
の
核
と
な
る
施
設

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」

と
返
答
し
た
。

同
席
し
た
鷲
見
副
市
長
が

今
後
の
こ
の
問
題
の
対
処
に

つ
い
て
「
こ
の
話
は
早
い
テ

ン
ポ
で
進
め
て
よ
い
か
」
と

こ
ど
も
園
転
換
に
向
け
さ
ら

に
踏
み
込
ん
で
発
言
、
地
元

に
対
応
を
急
ぐ
よ
う
求
め
た

の
に
対
し
野
々
口
会
長
が

「
認
定
こ
ど
も
園
設
置
に
際

し
、
予
想
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
の
地
元
で
の
検
討
を

急
ぐ
」
と
回
答
、
要
望
活
動

を
締
め
く
く
っ
た
。

学
区
自
治
連
は
１
月
21
日

開
い
た
役
員
会
で
、
自
治
連

会
則
に
基
づ
く
特
別
委
員
会

「
学
区
教
育
問
題
を
考
え
る

会
」
（
仮
称
）
の
設
置
を
決

め
た
。

自
治
連
が
市
に
要
望
し
て

い
た
日
吉
台
幼
稚
園
を
認
定

こ
ど
も
園
に
転
換
さ
せ
る
計

画
が
、
実
現
の
見
通
し
と
な

り
、
こ
ど
も
園
の
問
題
で
地

元
意
見
集
約
を
図
る
の
と
、

市
立
小
中
学
校
規
模
適
正
化

ビ
ジ
ョ
ン
で
、
検
討
が
必
要

な
学
校
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ

た
日
吉
台
小
学
校
の
将
来
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を

行
う
。

委
員
メ
ン
バ
ー
は
、
小
、

幼
稚
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
父
母
ら

関
係
者
ほ
か
、
公
募
委
員
も

加
え
10
数
人
規
模
で
構
成
。

任
期
は
３
年
程
度
を
考
え
て

い
る
。
２
月
中
の
委
員
会
発

足
を
目
指
す
。

教
育
研
修
会

地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で

守
り
育
て
る
た
め
に
ー
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
第
38
回
「
春
の

集
会
」
日
吉
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ

Ａ
教
育
研
修
会
（
日
吉
ブ
ロ
ッ

ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
日
吉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、

日
吉
学
区
教
育
推
進
会
議
主

催
）
が
２
月
18
日
午
前
９
時

半
、
大
津
市
雄
琴
の
琵
琶
湖

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

る
。こ

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
研
修
会

は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
発
表
や
教
育
講
演
会
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回

で
38
回
目
。
日
吉
中
学
校
吹

奏
楽
演
奏
「
日
吉
鼓
動
」
下

阪
本
小
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク

ル
「
読
み
聞
か
せ
マ
マ
」
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
開

会
、
「
わ
が
家
の
ル
ー
ル
づ

く
り
」
作
品
表
彰
な
ど
の
あ

と
落
語
家
、
笑
福
亭
仁
勇
さ

ん
の
「
優
し
い
町
で
子
ど
も

は
輝
く
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
が
あ
る
。

日吉台幼稚園問題

昨
年
末
、
要
望
書
提
出

越
市
長
「
地
域
と
連
携
、
進
め
た
い
」
と
回
答

教
育
問
題
で
特
別
委
設
置

自治連

「
そ
の
時
…
」
の
行
動
を
、

共
に
学
び
ま
し
ょ
う
ー
を
テ
ー

マ
に
学
区
自
主
防
災
会
は
２

月
５
日
午
後
１
時
、
市
民
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室
で
、
「
防

災
講
演
会
」
を
開
く
。

大
津
市
消
防
局
西
分
署
の

大
槻
忍
氏
が
「
気
象
警
報
を

受
け
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
」
、
市
危
機
防
災
対

策
課
の
眞
鍋
智
行
氏
が
「
被

災
し
た
と
き
、
公
的
支
援
を

受
け
る
に
は
ど
う
す
る
か
」

と
題
し
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
。

防
災
講
演
会

認定こども園として転換される日吉台幼稚園

越市長に要望書を提出する野々口会長
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新
春
の
７
、
８
両
日
、
日

吉
台
小
学
校
で
「
も
ち
つ
き

大
会
」
と
「
ど
ん
ど
焼
き
」

が
開
か
れ
た
。
寒
空
の
も
と

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
多
く

の
住
民
が
集
ま
り
、
無
病
息

災
と
家
内
安
全
を
祈
願
、
ふ

る
ま
わ
れ
た
豚
汁
と
焼
き
も

ち
に
舌
鼓
を
う
っ
た
。

伝
統
行
事
の
良
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
日
吉

台
夢
・
未
来
事
業
推
進
委
員

会
が
、
平
成
19
年
か
ら
始
め
、

日
吉
台
の
新
春
の
風
物
詩
。

も
ち
つ
き
大
会
は
、
小
学

校
の
中
庭
で
あ
り
、
２
４
０

人
が
参
加
。
お
も
ち
を
つ
い

た
あ
と
、
き
な
こ
も
ち
と
ぜ

ん
ざ
い
を
完
食
し
た
。

ど
ん
ど
焼
き
に
は
、
２
７

０
人
が
参
加
。
２
年
前
に
準

備
し
た
と
い
う
木
材
を
使
っ

て
校
庭
に
や
ぐ
ら
を
組
み
、

お
祓
い
と
と
も
に
お
正
月
の

松
飾
り
や
し
め
縄
な
ど
を
入

れ
て
火
入
れ
。
天
高
く
立
ち

昇
る
炎
に
参
加
者
ら
か
ら
歓

声
が
上
が
っ
た
。
こ
の
あ
と

子
ど
も
た
ち
ら
が
竹
棒
の
先

に
つ
け
た
お
も
ち
を
残
り
火

で
焼
き
、
あ
つ
あ
つ
の
お
も

ち
を
ほ
お
ば
っ
て
い
た
。

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で

1
月
14
日
、
4
回
目
の
子
ど

も
食
堂
が
開
店
し
た
。

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

催
し
。
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
は
、

子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
カ

レ
ー
。
中
辛
、
甘
口
、
１
歳

の
子
ど
も
も
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
幼
児
用
カ
レ
ー
と
3

種
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

お
代
わ
り
を
す
る
ほ
ど
お
い

し
く
な
か
に
は
３
杯
も
平
ら

げ
る
子
ど
も
た
ち
も
。
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
に
も
ゆ
っ

く
り
食
べ
て
も
ら
お
う
と
今

回
か
ら
座
敷
も
開
放
、
赤
ち
ゃ

ん
を
畳
の
上
に
寝
か
せ
て
く

つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
参
加
者

も
。今

回
は
大
人
25
人
、
子
ど

も
42
人
が
参
加
、
昼
食
後
、

脳
ト
レ
や
ト
ラ
ン
プ
な
ど
を

行
い
大
人
も
子
供
も
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
。

今
後
の
子
ど
も
食
堂
開
店

日
は
2
月
25
日
、
3
月
11
日
、

4
月
22
日
、
5
月
27
日
、
6

月
24
日
、
7
月
22
日
、
8
月

26
日
、
9
月
16
日
、
10
月
21

日
、
11
月
25
日
、
12
月
9
日

の
土
曜
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
。
時
間
は
正
午
か
ら
午
後

1
時
。
参
加
費
は
小
、
中
学

生
は
無
料
。
大
人
２
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
黒
井
さ
ん

（
０
９
０
ー
９
９
９
７
ー
０

８
９
９
）
ま
で
。

学
区
自
治
連
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
子
育
て
応
援
隊

は
、
冬
休
み
中
の
12
月
26
日

と
1
月
６
日
、
「
寺
子
屋
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
☆
マ
ナ
☆
ビ
バ

☆
」
を
日
吉
台
小
学
校
で
開

催
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
と
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
を

楽
し
ん
だ
。

夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
の

長
期
休
暇
中
、
子
ど
も
た
ち

に
心
豊
か
に
有
意
義
に
過
ご

し
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ

た
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
に
は
、
47
人
が
参
加
、

か
わ
い
ら
し
い
お
正
月
飾
り

を
制
作
し
た
。
ダ
ン
ス
レ
ッ

ス
ン
に
は
42
人
が
参
加
、
懸

命
に
ス
テ
ッ
プ
を
ふ
む
か
わ

い
い
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
み

ら
れ
た
。

「
マ
ナ
☆
ビ
バ
☆
」
に
は
学

習
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
低

学
年
の
子
ら
に
高
学
年
の
児

童
ら
が
冬
休
み
の
宿
題
を
手

助
け
す
る
な
ど
ほ
ほ
え
ま
し

い
光
景
も
。
お
兄
ち
ゃ
ん
や

お
姉
ち
ゃ
ん
ら
が
小
さ
い
子

ら
を
見
守
る
日
吉
台
な
ら
で

は
の
つ
な
が
り
に
主
催
す
る

応
援
隊
メ
ン
バ
ー
も
目
を
細

め
て
い
た
。

日
吉
台
新
春
の
風
物
詩

昇

る

炎

に

歓

声

日吉台小

冬
休
み
の
宿
題
、
お
手
伝
い
も

寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ナ
☆
ビ
バ
☆

こ
ど
も
食
堂
開
店

学
区
社
協

ど
ん
ど
焼
き
の
火
で
お
も
ち
を
焼
く
参
加
者

どんど焼きで立ち昇る炎に歓声寺子屋プロジェクトで学習する子どもたち


